
■ ≪年末年始休館のお知らせ≫　 ほんだなに ないときは

年末年始は、１２月２９日（月）～１月３日（土）まで休館いたします。
カウンターできいてね

年始は1月4日（日）午前10時より開館いたします。

■ ≪12月の休館日≫

1日（月）・ 8日（月）・ 15日（月）・ ２2日（月）、29(月)～1月3日（土）

■ ≪金剛図書館　空調工事による休館のおしらせ≫

1月4日（日）～2月27日（金）まで、金剛図書館は空調工事のため臨時休館いたします。

休館中の火～日（午前１０時～午後６時）は、玄関前で予約資料をお渡しします。

請求記号 書　　　　　　　名 著　　　　者 出　版　社

018.2 東洋文庫の１００年 牧野　元紀／編著 平凡社

019 ぼくはこんなふうに本を読んできた 池上　彰 ＳＢクリエイティブ

070.2 分岐点 樋田　毅 岩波書店

111 この惑星の塵のなかで ユージーン・サッカー 青土社

148 占いと中世人 菅原　正子 吉川弘文館

180 一冊でわかる仏教とお寺 武光　誠 河出書房新社

201 歴史学は世界を変えることができるか 松沢　裕作 岩波書店

201.1 オーラル・ヒストリー入門 佐藤　信／編 筑摩書房

210.3 称徳天皇とよみがえる古代寺院 奈良文化財研究所／監修 同成社

210.4 定本中世倭人伝 村井　章介 講談社

210.7 「わだつみ」の歴史社会学 那波　泰輔 雄山閣

288.3 赤松一族の中世 前田　徹 吉川弘文館

289.1 大奥の権力者松島 畑　尚子 ミネルヴァ書房

289.3 サッチャー 池本　 大輔 中央公論新社

291.6 ほんとうの京都暮らし 安田　雪 光文社

302.2 地図で見るパレスチナハンドブック ピエール・ブラン 原書房

309.1 テクノ・リバタリアンの野望 宮崎　正弘 ワック

312.9 君はなぜ学ばないのか？ 田村　耕太郎 ダイヤモンド社

313.7 民主主義の死角 鵜飼　健史 朝日新聞出版
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新しく図書館で購入した本の一部を紹介しています。楽しい読書にお役立てください。

※1月13日（火）の振替休日と、２月３日（火）～２月６日（金）の蔵書点検期間は予約資料のお渡しを休止いたします。



請求記号 書　　　　　　　名 著　　　　者 出　版　社

317.2 財務省ぶっちゃけ話 髙橋　洋一 清談社Ｐｕｂｌｉｃｏ

319.1 北方領土を知るための６３章 名越　健郎／（他）編著 明石書店

324.8 戸籍の日本史 遠藤　正敬 集英社インターナショナル

326.3 犯罪被害者代理人 上谷　さくら 集英社

332.5 アメリカが壊れる！ 野口　悠紀雄 幻冬舎

334.4 ニッポンの移民 是川　夕 筑摩書房

334.5 海をこえて 松村　圭一郎 講談社

336 アメーバ経営 稲盛　和夫 日経ＢＰ日本経済新聞出版

361.5 世界はなぜ日本カルチャーに熱狂するのか ＮＨＫスペシャル「新ジャポニズム」制作班 ＮＨＫ出版

366 選ばない仕事選び 浅生　鴨 筑摩書房

367.1 なぜ男女格差はなくならないのか 田中　世紀 講談社

367.4 単身リスク 山田　昌弘 朝日新聞出版

369.2 老いと介護の日本史 新村　拓 吉川弘文館

369.3 地震に強い収納のきほん 松永　りえ 扶桑社

369.9 相談するってむずかしい 青山　ゆみこ／文 集英社

371.3 「休むと迷惑」という呪縛 保坂　亨 平凡社

384.3 中世トラベルガイド アンソニー・ベイル 河出書房新社

385.6 弔いの値段 鵜飼　秀徳 講談社

388.1 人と人とのにんまりする話 小澤　俊夫／監修 岩波書店

393.6 永田鉄山の総力戦 川田　稔 文藝春秋

471.1 世界のふしぎな木の実図鑑 小林　智洋 創元社

479.8 サボテンは世界をつくり出す 堀部　貴紀 朝日新聞出版

480.7 水族館のひみつ 泉　貴人 中央公論新社

481.3 ゲッチョ先生のうんこいろいろ探検記 盛口　満 木魂社

491.3 オス脳ミーム 伊藤　道彦 幻冬舎メディアコンサルティング

493.1 アレルギーの科学 森田　英明／編・著 講談社

493.7 スマホ依存がわかる本 樋口　進／監修 講談社

498.5 二十四節気を楽しむ薬膳パスタ 増子　友紀子 エムディエヌコーポレーション

498.8 あなたの職場を憂鬱にする人たち 舟木　彩乃 集英社インターナショナル

513.8 日本の建設機械史 大川　聰 三樹書房



請求記号 書　　　　　　　名 著　　　　者 出　版　社

518.5 おいしい循環 たいら　由以子 婦人之友社

521.3 宮殿の古代史 海野　聡 集英社

527 予算別＆築年数別でわかるリノベーション大図鑑 櫻木　智恵 秀和システム

589.2 なぜ日本製の服は着心地がいいのか リサ 彩図社

594.3 棒針で編む冬のつけ襟 ― アップルミンツ（Ｅ＆Ｇクリエイツ）

594.3 ベルンド・ケストラーの表編みと裏編みのミトン ベルンド・ケストラー 日本文芸社

594.4 刺しゅう糸の色で結ぶミサンガレッスンＢＯＯＫ ― 日本ヴォーグ社

594.9 韓国で大人気のワッペンワークをビーズステッチで作っちゃいました！ ― ブティック社

596 ヒゲのガハクごはん帖 梅村　由美／文 集英社

596 並べて焼くだけ！グリラーレシピ 岡本　ゆかこ 河出書房新社

596.2 最新おでん料理 旭屋出版編集部／編 旭屋出版

596.3 材料３つ旬の土鍋ごはん 伊賀焼窯元長谷園 講談社

596.6 甘酒×発酵種でダブル麹の発酵パン 梶　晶子 主婦と生活社

596.7 自宅でイタリア式エスプレッソ 赤石　将也 誠文堂新光社

627.7 はじめての鉢バラ育て方の基本がわかる本 後藤　みどり メイツユニバーサルコンテンツ

627.8 ベランダで豆盆栽鉢で楽しむゆびのさきにかわいいみどり ａｙｕｍｉｔｔ オレンジページ

627.9 技法別に学ぶ季節の花束作り基礎レッスン 橋口　学 誠文堂新光社

629.7 現代和風の庭 ― ブティック社

645 生きものとくらそう！ ７　ハムスター 三輪　恭嗣／監修 国土社

683 ビジュアルでわかる船と海運のはなし 拓海　広志 成山堂書店

694.6 はじめよう！ＬＩＮＥ、インスタグラムシニアの安心スマホ講座 増田　由紀／監修 ＮＨＫ出版

701.4 なぜアートに魅了されるのか 渡辺　茂／編 共立出版

726.9 四季のちぎり絵花だより 中田　恵美／作 大洋図書

754.9 四季を彩る花の折り紙 山口　真 ナツメ社

759 恐竜のつくりかた 竹内　しんぜん グラフィック社

764.7 ブラック・カルチャー 中村　隆之 岩波書店

774 あらすじと写真でわかる！はじめての歌舞伎 利根川　裕 世界文化社

783.7 数字じゃ、野球はわからない 工藤　公康 朝日新聞出版

790 コレクターズパレード 佐藤　友理／編著 小鳥書房

791.8 懐石新書 依田　徹 淡交社



請求記号 書　　　　　　　名 著　　　　者 出　版　社

793 ６つの形のナチュラルリース＆． 松尾　亜紗子 オレンジページ

797.5 教養としての麻雀 井出　洋介 祥伝社

798 カードゲームで本当に強くなる考え方 茂里　憲之 筑摩書房

801 言語学者、生成ＡＩを危ぶむ 川原　繁人 朝日新聞出版

815 表現を味わうための日本語文法 森山　卓郎 岩波書店

832 英語語源ハンドブック 唐澤　一友／（他）著 研究社

910.2 三島由紀夫と唯識 井上　隆史 青土社

911.1 万葉集のたくらみ 品田　悦一 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

913.4 平家物語の合戦 佐伯　真一 吉川弘文館

913.6/ｼﾐ 未来への人生ノート 清水　晴木 幻冬舎

913.6/ｼﾉ ダレカレ 篠原　美季 講談社

913.6/ﾂﾈ ジャガー・ワールド 恒川　光太郎 講談社

913.6/ｵｸ 今を春べと 奥田　亜希子 双葉社

913.6/ｾｷ 小麦畑できみが歌えば 関　かおる ＫＡＤＯＫＡＷＡ

914.6/ｶﾂ あのときマカロンさえ買わなければ カツセ　マサヒコ 光文社

914.6/ﾛｸ ６５人のこどものはなし 光村図書出版編集部／編 光村図書出版

923/ｶ 地下鉄駅 何　致和 河出書房新社

933/ﾊﾜ プレイグラウンド リチャード・パワーズ 新潮社

953/ｳﾝ 食卓にきた犬 クローディ・ウンジンガー 早川書房

963/ﾊｽ 肉は美し アグスティナ・バステリカ 河出書房新社

S2/ﾊﾄ 波動の彼方にある光 吉川　英梨／（他）著 双葉社

S2/ｼｴ Ｊミステリー　２０２５ＦＡＬＬ 誉田　哲也／（他）著 光文社

S2/ｱﾏ 夢詣 雨宮　酔 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

S2/ｺﾔ 雨上がりのビーフシチュー 古矢　永塔子 新潮社

S2/ｴﾌ 血痕の記憶 ジェニファー・コーディー・エプスタイン 早川書房

S2/ﾈｲ 絶滅の牙 レイ・ネイラー 東京創元社

S2/ﾏﾚ 探偵はパリへ還る レオ・マレ 新潮社

今月の気になる１冊　　　　『ＡＩを美学する』　 吉岡　洋／著　（平凡社）

　ChatGPTで生成された画像などを見ると少し不気味だと感じたりしませんか？わたしたちの生活にAIが密接に関わりを持つよう
になった今、「私たちにとってAIとは何なのか？」について考えます。本書では、ただ「考える」のではなく、美学（「どう感じるか」につい
て、注意深く考える）の視点からAIの「面白さ」について追及しています。


